
第 20 回 愛知県作業療法学会                              2011.10.24 

準 備 進 捗 状 況 -2nd- 

吉田 慎一 

Ⅰ．学会概要（担当：吉田 慎一） 
①テーマ：見つめよう作業療法！伝えよう作業療法！ 
②会 期：2012 年 5 月 13 日（日） 10:00～16:00 
③会 場：江南市民文化会館（〒483-8177 愛知県江南市北野町川石 25-1） 
④目 的：報告済のため省略． 
⑤後 援：愛知県・尾北医師会・愛知県看護協会・愛知県理学療法士会・愛知県言語聴覚士会には打診 

済み．江南市には依頼書を送付済み． 
⑥協 賛：協力施設へ依頼予定．各業者へは広告協賛を依頼予定． 
⑦参加費：会員：2000 円，非会員：3000 円，学生：500 円． 

市民：無料（ただし一般市民の入場は 13:00 より）． 
⑧総 会：12:40～13:40 第 1 会議室（ランチョン形式，昼食は各自準備） 
 
 
Ⅱ．協力施設（担当：吉田 慎一） 
①施 設：18 施設． 
②組織図：報告済みのため省略． 
③人 数：82 名．全スタッフに会員登録を要請． 
④打合せ：メーリングリスト稼働中． 
 
 
Ⅲ．広報（担当：中野 有貴） 
＜作業療法士に対して＞ 
①しゃちほこタイムス：必要に応じて適時に依頼予定． 
②ホームページ   ：決定事項については作成済み．アップロードは 2011 年 11～12 月頃． 
③日本作業療法士協会：広報依頼予定（2012 年 1～2 月頃）． 
＜一般市民に対して＞ 
①学会ポスター   ：各市町村の役所と保健センターに配布予定． 
①学会ポスター   ：業者より図案の提案あり．市民公開講座の加藤先生と図案を添削中． 
②各市町村の広報  ：江南市保健センター所長に依頼・内諾済み．掲載は 2012 月 4～5 月頃． 
②各市町村の広報  ：江南市以外では掲載困難とのこと．記者クラブを紹介される． 
③記者クラブ    ：どのような方法で記事の掲載を依頼できるか質問済み． 
 
 

 

 

 



Ⅳ．会場関連（担当：江端 梨紗） 
①担当者：各会場の責任者決定． 
②公文書：委属状の作成・発送予定． 
③進 行：会場進行マニュアル作成中．参加申し込み用紙（添付資料①）作成． 
④昼 食：昼食がとれる場所をリサーチ中． 
⑤確 認：機材持ち込みの会場打合せにて動作確認済み． 
 
 
Ⅴ．協賛（担当：北村 彰浩） 
①展 示：福祉工房あいち（自助具），Nick（福祉用具・住宅改修），丸善またはガリバー（書籍） 
②広 告：ミナト科学株式会社．その他，業者にも依頼予定． 
③協 賛：運営協力施設の 18 施設に打診済み． 
 
 
Ⅵ．学会誌（担当：廣瀬 由香・中野 有貴） 
①構 成：デザイン依頼中． 
②見 積：済み．部数・頁数を検討の上，発注予定（1700 部程度）． 
 
 
Ⅶ．一般演題（担当：廣瀬 由香） 
①要 項：しゃちほこタイムスに掲載済み． 
②査読者：候補者をリストアップ．演題名募集締め切り後，実際に査読を依頼するかを連絡． 
③座 長：候補者をリストアップ． 
④公文書：査読者・座長に発送予定． 
⑤演 題：一般演題は 15～20 演題を予定．可能であれば，Accept は 90％程度に設定希望． 
⑥優秀賞：選出方法は検討中． 
⑦採 否：1 演題につき，3 名が査読．3 名同時に送付・回収し，修正の要・不要の意見が分かれた場 
⑥採 否：合は，採否委員が調整（基本的には要修正の意見に統一）．要修正の場合は，時間の許す限 
⑥採 否：り，修正・査読を繰り返す．最終的な採否の判断は，学会長・採否委員会の判断とする． 
⑧基 準：※昨年度の採否基準に準じる． 
⑦基 準：(1) 演題内容に関わる倫理的事項が遵守されている． 

⑦基 準：(2) 論文構成や表現などが適切である． 

⑦基 準：(3) テーマや内容に創造性や独自性があり，作業療法の発展に貢献すると判断される． 

⑦基 準：(4) 方法・器具等が具体的に記載されている． 

⑦基 準：(5) 同一，もしくは類似演題名で他学会等において発表されていない． 

⑦基 準：(6) 本学会の「演題募集要領」が遵守されている． 
 
 
 
 



Ⅷ．市民公開講座（担当：三島 友美） 
①講 師：加藤 源重 先生（福祉工房あいち） 
②テーマ：障がい乗り越え発明人生～傷の手は宝～ 
③打合せ：福祉工房あいちにて打ち合わせ済み． 
④進 行：進行マニュアル作成中． 
⑤座 長：長谷川 龍一 先生（中部大学）． 
⑥公文書：講師には必要・不要確認中．座長には 2011 年 10 月中に発送． 
 
 
Ⅸ．教育セミナー（担当：三島 友美） 
①発 表：以下参照． 
②テーマ：各領域の臨床研究（身体・老年期・精神・発達）～私はこうしている～ 
③進 行：進行マニュアル作成中． 
④座 長：以下参照． 
⑤公文書：講師・座長ともに 2011 年 10 月中に発送予定． 
 

テ ー マ 講 師 座 長 
身体障害領域の臨床研究 
～私はこうしている～ 

松重 好男 先生 
（三九朗病院） 

清水 英樹 先生 
（名古屋大学） 

老年期障害領域の臨床研究 
～私はこうしている～ 

佐久間 大輔 先生 
（あさい病院） 

竹田 徳則 先生 
（星城大学） 

精神障害領域の臨床研究 
～私はこうしている～ 

青山 尚幸 先生 
（豊田西病院） 

向 文緒 先生 
（中部大学） 

発達障害領域の臨床研究 
～私はこうしている～ 

小幡 一美 先生 
（にじの学園） 

中路 純子 先生 
（中部大学） 

 
 
Ⅹ．開閉会式（担当：江端 梨紗） 
①参加者：リストアップ中． 
②進 行：進行マニュアル作成中． 
 
 
ⅩⅠ．会計（担当：北村 彰浩） 
①受 付：会場担当者と検討中． 
②謝礼金：講師謝礼金一覧を作成中． 
③領収書：管理方法等を検討中． 
④参加費：JA バンクの一般口座を開設．当口座にて管理予定． 
⑤参加証：印刷は見積済み．部数などを検討の上，発注予定． 
⑥返 金：黒字が出るようであれば何らかの形で運営スタッフにバック希望． 
⑦予 算：2011 年 10 月時点での予算案を作成．適時，更新予定． 
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